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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成20年６月30日に提出しました第４期（自平成19年４月１日　至平成20年３月31日）有価証券報告書の記載事項
の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券の訂正報告書を提出するものであります。
２【訂正事項】
　第一部　企業情報
　　第１　企業の概況
　　　１　主要な経営指標等の推移
　　第２　事業の状況
　　　１　業績等の概要
　　　（1）業績
　　　（2）キャッシュ・フローの状況
　　　２　生産、受注及び販売の状況
　　　（1）生産実績
　　　（2）受注状況
　　　７　財政状態及び経営成績の分析
　　　（2）財政状態の分析
　　　（3）経営成績の分析
　　第５　経理の状況
　　　１　連結財務諸表等
　　　（1）連結財務諸表等
　　　　①連結貸借対照表
　　　　②連結損益計算書
　　　　③連結株主資本等変動計算書
　　　　④連結キャッシュ・フロー計算書
　　　　　注記事項
　　　　　（セグメント情報）
　　　　　（１株当たり情報）
２【訂正箇所】
　訂正箇所は下線　を付して示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

（訂正前）

回次 第１期 第２期 第３期 第４期

決算年月 平成17年3月 平成18年3月 平成19年3月 平成20年3月

売上高 (千円) 10,658,24822,540,03935,982,51032,484,009

経常利益または経常損失（△） (千円) △1,040,1632,567,070△327,175 △300,702

当期純利益または
当期純損失（△）

(千円) △4,403,4892,465,552△1,456,051△9,407,421

純資産額 (千円) 5,027,58124,024,13216,259,17110,092,281

総資産額 (千円) 7,228,63933,610,05926,563,21819,254,728

１株当たり純資産額 (円) 10.25 25.70 18.09 10.58

１株当たり当期純利益または
１株当たり当期純損失（△）

(円) △15.20 3.16 △1.62 △10.11

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 69.6 71.5 59.8 51.3

（省略）

 
（訂正後）

回次 第１期 第２期 第３期 第４期

決算年月 平成17年3月 平成18年3月 平成19年3月 平成20年3月

売上高 (千円) 10,658,24822,540,03935,982,51032,484,009

経常利益または経常損失（△） (千円) △1,040,1632,567,070△327,175 △465,858

当期純利益または
当期純損失（△）

(千円) △4,403,4892,465,552△1,456,051△9,572,577

純資産額 (千円) 5,027,58124,024,13216,259,1719,927,126

総資産額 (千円) 7,228,63933,610,05926,563,21819,089,573

１株当たり純資産額 (円) 10.25 25.70 18.09 10.40

１株当たり当期純利益または
１株当たり当期純損失（△）

(円) △15.20 3.16 △1.62 △10.29

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 69.6 71.5 59.8 50.9

（省略）
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

　　（訂正前）

　　(1) 業績

（省略）

　このような状況のなか、当社は前連結会計年度より参入した不動産事業に注力するとともに、成長性と安定性を重視した事

業ポートフォリオの構築を基本方針として投資先であるグループ企業のバリューアップに努めてまいりました。しかしなが

ら、予定しておりました保有不動産の売却および前連結会計年度から持越された未実現利益の対象となった不動産のグルー

プ外への売却が来期以降にずれ込む見込となったこと、時価のある投資目的有価証券評価損の減損処理、持分法適用関連会

社の業績不振による投資損失、一部子会社に関するのれんの一括償却、債権への引当、その他出資金の減損、ダイカスト事業

における棚卸資産の評価減、食品流通事業における店舗関連固定資産の減損等による損失を計上いたしました。その結果、当

連結会計年度の業績は、売上高324億８千４百万円（前年同期比9.7％減）、営業利益11億９千１百万円（前年同期営業損失

３億９百万円）、経常損失３億円（前年同期経常損失３億２千７百万円）、当期純損失94億７百万円（前年同期当期純損失

14億５千６百万円）となりました。

 

＜ダイカスト事業＞

ダイカスト事業におきましては、既存取引先から新規取引先への移行時期にあたり売上は前連結会計年度を下回りました

が、新規取引先との量産開始やスポット受注の増加に努めました。また、ダイカスト関連会社３社統合等を通じ上期から取組

んで参りました経営改革により、生産効率のアップや経費削減等による経営効率改善を引続き推進しております。既存顧客

等による売上減少を四輪部品の拡販や新規受注活動で補いきれず、原材料費の高止まりの影響も残りましたが、売上高は85

億５千８百万円（前年同期88億２千９百万円）、営業利益２億２千２百万円(前年同期営業損失５千６百万円)となりまし

た。また、期末において棚卸資産の評価減を実施いたしました。

（省略）

 

(2) キャッシュ・フローの状況

（省略）

営業活動により得られた資金は６億５千３百万円（前連結会計年度より９億１千１百万円の減少）となりました。税金等

調整前当期純損失93億６千２百万円を計上したものの、非資金項目として投資有価証券の評価損58億円および貸倒引当金の

増加18億９千４百万円が当活動ではプラスになり、収入の主な内訳は売上債権の減少21億２百万円、支出の主な内訳は棚卸

資産の増加15億８千３百万円、仕入債務の減少６億６百万円であります。

　（訂正後）

　　(1) 業績

（省略）

　このような状況のなか、当社は前連結会計年度より参入した不動産事業に注力するとともに、成長性と安定性を重視した事

業ポートフォリオの構築を基本方針として投資先であるグループ企業のバリューアップに努めてまいりました。しかしなが

ら、予定しておりました保有不動産の売却および前連結会計年度から持越された未実現利益の対象となった不動産のグルー

プ外への売却が来期以降にずれ込む見込となったこと、時価のある投資目的有価証券評価損の減損処理、持分法適用関連会

社の業績不振による投資損失、一部子会社に関するのれんの一括償却、債権への引当、その他出資金の減損、ダイカスト事業

における棚卸資産の評価減、食品流通事業における店舗関連固定資産の減損等による損失を計上いたしました。その結果、当

連結会計年度の業績は、売上高324億８千４百万円（前年同期比9.7％減）、営業利益10億２千６百万円（前年同期営業損失

３億９百万円）、経常損失４億５千６百万円（前年同期経常損失３億２千７百万円）、当期純損失95億７千２百万円（前年

同期当期純損失14億５千６百万円）となりました。

＜ダイカスト事業＞

ダイカスト事業におきましては、既存取引先から新規取引先への移行時期にあたり売上は前連結会計年度を下回りました

が、新規取引先との量産開始やスポット受注の増加に努めました。また、ダイカスト関連会社３社統合等を通じ上期から取組

んで参りました経営改革により、生産効率のアップや経費削減等による経営効率改善を引続き推進しております。既存顧客

等による売上減少を四輪部品の拡販や新規受注活動で補いきれず、原材料費の高止まりの影響も残りましたが、売上高は85
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億５千８百万円（前年同期88億２千９百万円）、営業利益５千７百万円(前年同期営業損失５千６百万円)となりました。ま

た、期末において棚卸資産の評価減を実施いたしました。

（省略）

 

(2) キャッシュ・フローの状況

（省略）

　　　営業活動により得られた資金は６億５千３百万円（前連結会計年度より９億１千１百万円の減少）

　　となりました。税金等調整前当期純損失95億２千７百万円を計上したものの、非資金項目として投

　　資有価証券の評価損58億円および貸倒引当金の増加18億９千４百万円が当活動ではプラスになり、

　　収入の主な内訳は売上債権の減少21億２百万円、支出の主な内訳は棚卸資産の増加14億１千８百万

　　円仕入債務の減少６億６百万円であります。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

（訂正前）

(1) 生産実績

 当連結会計年度における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。
 

事業の種類別セグメント 生産高(千円) 前年同期比(％)

ダイカスト事業 8,396,894 △95.3

酒類製造事業 3,821,120 127.1

合計 12,218,014 103.4

(注) １　金額は販売価格によっております。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３　ダイカスト事業・酒類製造事業以外は生産実績がないため記載を省略しております。

 

(2) 受注状況

当連結会計年度における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。
 

事業の種類別セグメント 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

ダイカスト事業 8,547,267 △99.5 655,321 △86.8

合計 8,547,267 △99.5 655,321 △86.8

(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　 ２　ダイカスト事業以外は受注生産を行っていないため記載を省略しております。

 （訂正後）
(1) 生産実績
　当連結会計年度における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。
 

事業の種類別セグメント 生産高(千円) 前年同期比(％)

ダイカスト事業 8,396,894 △4.7

酒類製造事業 3,821,120 27.1

合計 12,218,014 3.4

(注) １　金額は販売価格によっております。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３　ダイカスト事業・酒類製造事業以外は生産実績がないため記載を省略しております。
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(2) 受注状況

当連結会計年度における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。
 

事業の種類別セグメント 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

ダイカスト事業 8,547,267 △0.5 655,321 △13.2

合計 8,547,267 △0.5 655,321 △13.2

(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　 ２　ダイカスト事業以外は受注生産を行っていないため記載を省略しております。

 

７ 【財政状態及び経営成績の分析】

　（訂正前）

（１）重要な会計方針及び見積り

（省略）

（２）財政状態の分析

（省略）

（流動資産）

当連結会計年度末における残高は107億５千２百万円（前連結会計年度末160億４千９百万円）となり52億９千７百万円減

少いたしました。これは主として現金及び預金10億９千５百万円の減少、売上債権の回収21億１千８百万円、販売用不動産の

売却等に伴いたな卸資産８億４千２百万円、短期貸付金の減少11億３千６百万円が減少したことなどによります。

（省略）

（純資産）

当連結会計年度末における残高は、100億９千２百万円（前連結会計年度は162億５千９百万円）となり、61億６千６百万円

の減少となりました。これは投資有価証券の減損等に伴う利益剰余金の減少95億８千２百万円等によるものであります。
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（３）経営成績の分析

（省略）

（売上総利益）

　当連結会計年度における売上総利益は、69億２千８百万円（前年同期65億６千２百万円　5.5％増）となりました。

（省略）

（営業損益）

　当連結会計年度における営業利益は11億９千１百万円（前年同期営業損失３億９百万円）となりました。

（経常損益）

　　　当連結会計年度における経常損失３億円（前年同期経常損失利益３億２千７百万円）となりました。

　　（省略）

（当期純損益）

　税金等調整前当期純損失は93億６千２百万円（前連結会計年度は税金等調整前当期純損失６億１千１百万円）となり、法人税、

住民税及び事業税８千８百万円、法人税等調整額１億２千７百万円、少数株主損失１億７千２百万円となりました。その結果当期

純損失は94億７百万円（前連結会計年度は当期純利益14億５千６百万円）となりました。

 

　（訂正後）

（１）重要な会計方針及び見積り

     （省略）

（２）財政状態の分析

（省略）

（流動資産）

当連結会計年度末における残高は105億８千７百万円（前連結会計年度末160億４千９百万円）となり54億６千２百万円減

少いたしました。これは主として現金及び預金10億９千５百万円の減少、売上債権の回収21億１千８百万円、販売用不動産の

売却等に伴いたな卸資産10億７百万円、短期貸付金の減少11億３千６百万円が減少したことなどによります。

（省略）

（純資産）

当連結会計年度末における残高は、99億２千７百万円（前連結会計年度は162億５千９百万円）となり、63億３千２百万円の

減少となりました。これは投資有価証券の減損等に伴う利益剰余金の減少97億４千８百万円等によるものであります。
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（３）経営成績の分析

（省略）

（売上総利益）

　当連結会計年度における売上総利益は、67億６千３百万円（前年同期65億６千２百万円　3.1％増）となりました。

（省略）

（営業損益）

　当連結会計年度における営業利益は10億２千６百万円（前年同期営業損失３億９百万円）となりました。

（経常損益）

　　　当連結会計年度における経常損失４億６千５百万円（前年同期経常損失利益３億２千７百万円）となりました。

　　（省略）

（当期純損益）

　税金等調整前当期純損失は95億２千７百万円（前連結会計年度は税金等調整前当期純損失６億１千１百万円）となり、法人税、
住民税及び事業税８千８百万円、法人税等調整額１億２千７百万円、少数株主損失１億７千２百万円となりました。その結果当期
純損失は95億７千２百万円（前連結会計年度は当期純利益14億５千６百万円）となりました。
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第５ 【経理の状況】

１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

① 【連結貸借対照表】
（訂正前）

  
前連結会計年度
(平成19年３月31日)

当連結会計年度
(平成20年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(資産の部)        

Ⅰ　流動資産        

　１　現金及び預金 ※４  3,561,668  2,465,900 

　２　預け金   2,810   －  

　３　信用取引保証金   15,773   419,027 

　４　受取手形及び売掛金
※

1,6,7
 4,922,121  2,803,382 

　５　有価証券 ※４  683,508  86,803  

　６　担保差入有価証券   －   232,526 

　７　たな卸資産   4,617,920  3,775,221 

（省略）

　　　流動資産合計   16,049,59460.4  10,752,15955.8

Ⅱ　固定資産        

　１　有形固定資産        

（省略）

　　　有形固定資産合計   4,233,55415.9  3,806,32019.8

　２　無形固定資産        

（省略）

　　　無形固定資産合計   1,552,5825.9  1,287,6286.7

　３　投資その他の資産        

（省略）

　　　投資その他の資産合計   4,727,48617.8  3,408,62017.7

　　　固定資産合計   10,513,62339.6  8,502,56944.2

　　　資産合計   26,563,218100.0  19,254,728100.0
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前連結会計年度
(平成19年３月31日)

当連結会計年度
(平成20年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(負債の部)        

Ⅰ　流動負債        

（省略）

　　　流動負債合計   8,373,12731.5  7,190,29237.4

Ⅱ　固定負債        

（省略）

　　　固定負債合計   1,930,9197.3  1,972,15510.2

　　　負債合計   10,304,04738.8  9,162,44647.6

(純資産の部)        

Ⅰ　株主資本        

　１　資本金   11,995,800  11,995,800 

　２　資本剰余金   11,617,968  9,725,568 

　３　利益剰余金   △1,998,577  △11,581,561 

　４　自己株式 ※８  △3,035,579  △3,223  

　　　株主資本合計   18,579,61169.9  10,136,58252.6

（省略）

　　　純資産合計   16,259,17161.2  10,092,28152.4

　　　負債純資産合計   26,563,218100.0  19,254,728100.0
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（訂正後）

  
前連結会計年度
(平成19年３月31日)

当連結会計年度
(平成20年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(資産の部)        

Ⅰ　流動資産        

　１　現金及び預金 ※４  3,561,668  2,465,900 

　２　預け金   2,810   －  

　３　信用取引保証金   15,773   419,027 

　４　受取手形及び売掛金
※

1,6,7
 4,922,121  2,803,382 

　５　有価証券 ※４  683,508  86,803  

　６　担保差入有価証券   －   232,526 

　７　たな卸資産   4,617,920  3,610,066 

（省略）

　　　流動資産合計   16,049,59460.4  10,587,00355.5

Ⅱ　固定資産        

　１　有形固定資産        

（省略）

　　　有形固定資産合計   4,233,55415.9  3,806,32019.9

　２　無形固定資産        

（省略）

　　　無形固定資産合計   1,552,5825.9  1,287,6286.7

　３　投資その他の資産        

（省略）

　　　投資その他の資産合計   4,727,48617.8  3,408,62017.9

　　　固定資産合計   10,513,62339.6  8,502,56944.5

　　　資産合計   26,563,218100.0  19,089,573100.0
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前連結会計年度
(平成19年３月31日)

当連結会計年度
(平成20年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(負債の部)        

Ⅰ　流動負債        

（省略）

　　　流動負債合計   8,373,12731.5  7,190,29237.7

Ⅱ　固定負債        

（省略）

　　　固定負債合計   1,930,9197.3  1,972,15510.3

　　　負債合計   10,304,04738.8  9,162,44648.0

(純資産の部)        

Ⅰ　株主資本        

　１　資本金   11,995,800  11,995,800 

　２　資本剰余金   11,617,968  9,725,568 

　３　利益剰余金   △1,998,577  △11,746,717 

　４　自己株式 ※８  △3,035,579  △3,223  

　　　株主資本合計   18,579,61169.9  9,971,42752.2

（省略）

　　　純資産合計   16,259,17161.2  9,927,12652.0

　　　負債純資産合計   26,563,218100.0  19,089,573100.0
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② 【連結損益計算書】

（訂正前）

  
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ　売上高   35,982,510100.0  32,484,009100.0

Ⅱ　売上原価 ※２  29,420,14681.8  25,555,78178.7

　　　売上総利益   6,562,36318.2  6,928,22821.3

Ⅲ　販売費及び一般管理費
※１
※２

 6,872,17219.1  5,736,55417.6

　　　営業利益または営業損失
　　　（△）

  △309,809△0.9  1,191,6743.7

（省略）

　　　経常損失   327,175△0.9  300,702△ 0.9

 

（省略）

　　　税金等調整前当期
　　　純損失

  611,440△1.7 9,362,791
△
28.8

（省略）

　　　当期純損失   1,456,051△4.0 9,407,421
△
29.0

 
（訂正後）

  
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ　売上高   35,982,510100.0  32,484,009100.0

Ⅱ　売上原価 ※２  29,420,14681.8  25,720,93679.2

　　　売上総利益   6,562,36318.2  6,763,07220.8

Ⅲ　販売費及び一般管理費
※１
※２

 6,872,17219.1  5,736,55417.6

　　　営業利益または営業損失
　　　（△）

  △309,809△0.9  1,026,5183.1

（省略）

　　　経常損失   327,175△0.9  465,858△ 1.4

 

（省略）

　　　税金等調整前当期
　　　純損失

  611,440△1.7 9,527,947
△
29.3

（省略）

　　　当期純損失   1,456,051△4.0 9,572,577
△
29.5
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③ 【連結株主資本等変動計算書】
 

当連結会計年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日)
（訂正前）

 

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日残高(千円) 11,995,80011,617,968△1,998,577△3,035,57918,579,611

連結会計年度中の変動額      

　剰余金の配当   △ 175,562  △ 175,562

　当期純損失   △ 9,407,421  △ 9,407,421

（省略）

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

 △ 1,892,400△ 9,582,9843,032,355△ 8,443,028

平成20年３月31日残高(千円) 11,995,8009,725,568△ 11,581,561△ 3,223 10,136,582

 

 
評価・換算差額等 少数株主

持分
純資産合計

その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

平成19年３月31日残高(千円) △2,697,552 △2,697,552377,112 16,259,171

連結会計年度中の変動額     

　剰余金の配当    △ 175,562

　当期純損失    △ 9,407,421

（省略）

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

2,448,380 2,448,380△172,241△ 6,166,889

平成20年３月31日残高(千円) △ 249,172 △ 249,172204,871 10,092,281
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（訂正後）

 

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日残高(千円) 11,995,80011,617,968△1,998,577△3,035,57918,579,611

連結会計年度中の変動額      

　剰余金の配当   △ 175,562  △ 175,562

　当期純損失   △ 9,572,577  △ 9,572,577

（省略）

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

 △ 1,892,400△ 9,748,1393,032,355△ 8,608,183

平成20年３月31日残高(千円) 11,995,8009,725,568△ 11,746,717△ 3,223 9,971,427

 

 
評価・換算差額等 少数株主

持分
純資産合計

その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

平成19年３月31日残高(千円) △2,697,552 △2,697,552377,112 16,259,171

連結会計年度中の変動額     

　剰余金の配当    △ 175,562

　当期純損失    △ 9,572,577

（省略）

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

2,448,380 2,448,380△172,241△ 6,332,044

平成20年３月31日残高(千円) △ 249,172 △ 249,172204,871 9,927,126
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④ 【連結キャッシュ・フロー計算書】
（訂正前）

  
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー    

　　　税金等調整前当期純利益（△は純損失）  △611,440 △ 9,362,791

（省略）

　　　売上債権の減少額（△は増加額）  △1,782,494 2,102,312

　　　たな卸資産の減少額（△は増加額）  1,117,555 △ 1,583,309

　　　その他  △19,335 △ 1,757

　　　　小計  1,791,121 774,503

（省略）

　　　営業活動によるキャッシュ・フロー  1,564,775 653,177

（以下省略）
 
（訂正後）

  
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー    

　　　税金等調整前当期純利益（△は純損失）  △611,440 △ 9,527,947

（省略）

　　　売上債権の減少額（△は増加額）  △1,782,494 2,102,312

　　　たな卸資産の減少額（△は増加額）  1,117,555 △ 1,418,153

　　　その他  △19,335 △ 1,757

　　　　小計  1,791,121 774,503

（省略）

　　　営業活動によるキャッシュ・フロー  1,564,775 653,177

（以下省略）
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(セグメント情報)
【事業の種類別セグメント情報】
当連結会計年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日)
（訂正前）

 
ダイカスト
事業
(千円)

食品流通
事業
(千円)

酒類製造
事業
(千円)

教育関連
事業
(千円)

不動産
事業
（千円）

その他の
事業
(千円)

計
消去
又は
全社

連結

Ⅰ　売上高及び営業損益          

　　売上高        
 

 
 

　(1) 外部顧客に対する

　　　売上高
8,558,59412,841,7793,965,0802,781,4993,465,738871,31832,484,009― 32,484,009

　(2) セグメント間の内部

　　　売上高又は振替高
― ― ― ― ― ― ― ― ―

計 8,558,59412,841,7793,965,0802,781,4993,465,738871,31832,484,009― 32,484,009

　　営業費用 8,335,80312,805,1633,598,7652,783,5932,093,542903,40630,520,275772,05931,292,335

　　営業利益または営業

　　損失（△）
222,79136,616366,315△ 2,0941,372,196△ 32,0881,963,737(772,059)1,191,674

Ⅱ　資産、減価償却費、減

損損失及び資本的支出
         

　　資産 5,311,7832,871,8504,094,5741,287,3151,328,119508,20715,401,8523,852,87619,254,728

　　減価償却費 258,63591,13089,48039,834 ― 29,139508,22018,836527,056

　　減損損失 ― 315,636 ― 185,462 ― 11,896512,99575,381583,376

　　資本的支出 161,87268,179104,06022,639 ― 19,047375,797 ― 375,797

 
（訂正後）

 
ダイカスト
事業
(千円)

食品流通
事業
(千円)

酒類製造
事業
(千円)

教育関連
事業
(千円)

不動産
事業
（千円）

その他の
事業
(千円)

計
消去
又は
全社

連結

Ⅰ　売上高及び営業損益          

　　売上高        
 

 
 

　(1) 外部顧客に対する

　　　売上高
8,558,59412,841,7793,965,0802,781,4993,465,738871,31832,484,009― 32,484,009

　(2) セグメント間の内部

　　　売上高又は振替高
― ― ― ― ― ― ― ― ―

計 8,558,59412,841,7793,965,0802,781,4993,465,738871,31832,484,009― 32,484,009

　　営業費用 8,500,95812,805,1633,598,7652,783,5932,093,542903,40630,685,431772,05931,457,490

　　営業利益または営業

　　損失（△）
57,63636,616366,315△ 2,0941,372,196△ 32,0881,798,578(772,059)1,026,518

Ⅱ　資産、減価償却費、減

損損失及び資本的支出
         

　　資産 5,146,6282,871,8504,094,5741,287,3151,328,119508,20715,236,6973,852,87619,089,573

　　減価償却費 258,63591,13089,48039,834 ― 29,139508,22018,836527,056

　　減損損失 ― 315,636 ― 185,462 ― 11,896512,99575,381583,376

　　資本的支出 161,87268,179104,06022,639 ― 19,047375,797 ― 375,797
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(１株当たり情報)
（訂正前）

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

1株当たり純資産額 18円09銭1株当たり純資産額 10円58銭

1株当たり当期純利益 △１円62銭1株当たり当期純利益 △10円11銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり当期純利益は潜在株式が存在しないため記載を省略しており
ます。

２　算定上の基礎

　(1) １株当たり純資産額

項目
前連結会計年度
平成19年３月31日

当連結会計年度
平成20年３月31日

連結貸借対照表の純資産の部の合計額（千円） 16,259,171 10,092,281

普通株式に係る純資産額（千円） 15,882,058 9,887,410

差額の主な内訳　少数株主持分（千円） 377,112 204,871

普通株式の発行済株式数（千株） 934,858 934,858

普通株式の自己株式数（千株） 57,045 47

1株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
（千株）

877,812 934,810

 

　(2) １株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失

項目
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日

　至　平成20年３月31日)

連結損益計算書上の当期純利益または当期純損失（△）
（千円）

△1,456,051 △9,407,421

普通株式に係る当期純利益または当期純損失（△）
（千円）

△1,456,051 △9,407,421

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳 ― ―

普通株式の期中平均株式数
（千株）

900,815　　　　　　　930,060

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当期
純利益の算定に含まれなかった潜在株式の概要

―
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（訂正後）

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

1株当たり純資産額 18円09銭1株当たり純資産額 10円40銭

1株当たり当期純利益 △１円62銭1株当たり当期純利益 △10円29銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり当期純利益は潜在株式が存在しないため記載を省略しており
ます。

２　算定上の基礎

　(1) １株当たり純資産額

項目
前連結会計年度
平成19年３月31日

当連結会計年度
平成20年３月31日

連結貸借対照表の純資産の部の合計額（千円） 16,259,171 9,927,126

普通株式に係る純資産額（千円） 15,882,058 9,722,254

差額の主な内訳　少数株主持分（千円） 377,112 204,871

普通株式の発行済株式数（千株） 934,858 934,858

普通株式の自己株式数（千株） 57,045 47

1株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
（千株）

877,812 934,810

　

　(2) １株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失

項目
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
　至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日

　至　平成20年３月31日)

連結損益計算書上の当期純利益または当期純損失（△）
（千円）

△1,456,051 △9,572,577

普通株式に係る当期純利益または当期純損失（△）
（千円）

△1,456,051 △9,572,577

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳 ― ―

普通株式の期中平均株式数
（千株）

900,815　　　　　　　930,060

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当期
純利益の算定に含まれなかった潜在株式の概要

―

 

　　　　　―

 

EDINET提出書類

株式会社東理ホールディングス(E01329)

訂正有価証券報告書

20/20


	表紙
	本文
	１有価証券報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	２訂正箇所
	第一部企業情報
	第１企業の概況


	１主要な経営指標等の推移
	第２事業の状況

	１業績等の概要
	２生産、受注及び販売の状況
	７財政状態及び経営成績の分析
	第５経理の状況

	１連結財務諸表等
	(1)連結財務諸表
	①連結貸借対照表
	②連結損益計算書
	③連結株主資本等変動計算書
	④連結キャッシュ・フロー計算書
	事業の種類別セグメント情報




